放課後等デイサービスくじら
自然災害発生時における業務継続計画

	法人名
	特定非営利活動法人　かすみ草
	種別
	放課後等デイサービスくじら

	代表者
	田邉　節子
	管理者
	菅原　智子

	所在地
	杉並区和泉3－22－15
グランヴェール和泉101
	電話番号
	03－6265－7993


1. 総論
（1） 基本方針

　　本計画に関する基本方針を以下のとおりとする。
	１．利用者の安全確保
２．サービスの継続：利用者の生命、身体の安全、健康を守るために最低限必要な機能を維持する。
３．職員の安全確保：職員の生命を守り、生活の維持に努める。



（2） 推進体制

平常時の災害対策の推進体制を記載する。

	常勤職員の体制
管理者（菅原）…全体の把握
児童発達支援管理責任者（合月）…外部・保護者との連絡調整
看護師（武田・飯田）…利用者の安全管理・健康確認



（3） リスクの把握

1 ハザードマップなどの確認
　　＊東京湾北部地震（首都直下地震の中でも杉並区の被害が最大とされている）

杉並区震度予測図
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事務所周辺（杉並区和泉3丁目付近）
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予測：震度6強
水害ハザードマップ
　和泉3丁目22－15近辺（坂上）は水害被害が低いと予測
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（４）被災想定
　【自治体公表の被災想定】

	交通被害（道路・鉄道・橋梁）
地震発生後に倒壊した建物やがれきの散乱、放置車両等により、道路の通行が困難と
なる場合がある。
また、地震発生後の混乱防止、人命救助、消火活動等に従事する緊急車両等を優先する
ための交通規制も実施される。

鉄道は運行休止や間引き運転等が考えられる
ライフライン（復旧目途）＊東京湾北部地震（M7.3）想定時
　　　　　　　　　　　　　　　　　和泉3丁目の被害想定率　　　　　区内被害率
上水：1か月以上　　　　　　　　　　　　断水率：0～20％　　　　　　14.3％
下水：1か月以上　　　　　　下水道管きょ被害率：0～20％　　　　　　21.7％
電気：1週間程度　　　　　　　　　　　　停電率：20～40％　　　　　 29.5％
ガス：1～2か月程度             ガス供給停止率：高い             　48.0%
通信：2週間程度　　　　　　　　固定通信不通率：20～40％　　　　　 21.2％
                  　  ※携帯電話不通可能性ランク：30％以上    　　※図１参照
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図1

【事業所への影響】
	想定される状況
	被害想定
	その場合の影響

	停電
	・パソコン、電話、FAXが利用できない
・照明がつかない
	・情報収集不可
・関係機関との連絡ができない

	通信不通
	・パソコンのメールの使用不可
・携帯電話の不通
	・保護者との連絡がとりづらい
・職員同士の連絡手段に影響
  SNSや災害用伝言ダイヤル
活用

	断水
	水が利用できない
	・トイレ使用不可
・飲料水の確保困難

	火災
	建物内の消失
	・職員の出勤不可
・個人情報等データ消失

	建物の破損
	大きなひび割れ、亀裂発生
	・建物が利用できない


【くじら内での影響】
	想定される状況
	被害の想定
	その場合の影響

	停電
	・照明がつかない
・医療機器の使用制限（内臓バッテリー・発電機使用）
・家電の使用不可

・交通機関麻痺
・給湯器が使えない
・パソコン、電話、Faxが利用できない
	・暗くて動けない
・吸引器、人工呼吸器等動かな　　
　い
・電動ベッド
・保護者と連絡が取れない

	通信不通
	・パソコンメール、携帯電話の使用不可
	・連絡が取れない
 SNSや災害用伝言ダイヤル
活用

	断水
	・水が利用できない
	・トイレ使用不可
・入浴不可
・飲料水の確保困難
・調理、洗濯等困難

	火災
	・自宅がなくなる
	・すべて焼失する
・負傷、死亡の危険

	土砂災害
	・自宅が埋もれる
	・生活できない（衣食、薬、医療物品の確保）
・閉じ込められる
・負傷、死亡の危機

	建物の破損
	・大きなひび割れ
・亀裂発生
	・行動範囲の制限


【送迎での影響】

	想定される状況
	被害の想定
	その場合の影響

	停電
	・照明がつかない
・交通機関の麻痺
・パソコン、電話、Faxが利用できない
	・施設内や夜間に暗くて動けな　
　い
・帰宅できない
・情報収集、安否連絡がとれな　
　い
・食事、トイレ等スムーズにで
　きない

	通信不通
	・携帯電話の使用不可
	・連絡が取れない
SNSや災害用伝言ダイヤル
活用

	断水
	・水が利用できない
	・トイレ使用不可

・飲料水の確保困難

	火災
	・大災害、爆発により道路封鎖
・道路封鎖による消火活動の遅れ
	・大火災エリアでの孤立
・送迎ルートの確保困難
・負傷、死亡の被害増

	土砂災害
	・建物倒壊
・道路寸断
・橋崩落
	・避難ルートの寸断
・危険地帯での孤立
・負傷、死亡の危険

	建物の破損
	・窓ガラスの散乱
・外壁等の落下
・ガス漏れ
・水道管破裂
・大きなひび割れ
・亀裂発生
	・ガラスや外壁落下による負傷
・ガス漏れによる爆発
・浸水被害
・行動範囲の制限


（５）業務縮小・継続の判断
	業務分類
	具体例
	出勤可能人員率

	
	
	７５％
	５０％
	２５％

	重要
	・優先的業務

	災害当日、くじら内にいる利用者の安全確保
保護者との連絡
自宅への送り、または迎えに来てもらう

	
	
	代替
手配

	削減可能
	・回数減でも問題が起
きづらい業務
・短期的には生命に関わらない業務
	翌日以降の利用予定者
利用中止の判断
	
	削除
	一部　　　代替
手配

	休止可能
	・休止する業務
	利用中止
	休止
	休止
	休止

	追加
	・非常時に増える業務
	・利用者状況確認
・サービス休止関連連絡
・イレギュラー業務の手配
・情勢情報の発信
（間接業務）
・職員状況確認
・行政等への連絡
・代替事業所への依頼
	実施
	実施
	実施


	


　（６）研修・訓練の実施、BCPの検証・見直し
①BCPの概念、必要性、感染症に関する情報共有。
②災害発生、感染者発生を想定し、BCPに基づき役割分担、実施手順、人員の代替考察、
　物資調達方法の確認等机上訓練
③最新の動向を把握したうえで、上記②の訓練から得た疑問点、改善点を見直す。
④訓練実施により判明した新たな課題とその解決策をBCPに反映させる。

上記①～④を1年に1回実施
２、平常時の対応

（1） 環境整備
　　　次の準備を実施するとともに、担当者（山川）は年1～２回の定期点検を行う。

【事業所内】
①　備品、什器等の移動・転倒・落下防止装置、
②　防災用品の安全管理（物資調達）
③　消火器の設置・点検
④　避難路の確保
⑤　電気設備の確保（充電機の点検）
　（２）準備対策【事務所】　　　一覧　別紙１
①電気が止まった時の対策
	・PC、Wifi、携帯の充電、電話：
代替策：非常用電源、ソーラーバッテリーの使用
・情報収集：災害用ラジオ（乾電池）


　　②通信が麻痺した場合の対策

	・通信機器のバッテリー確保
　代替策：携帯電話のメール、SNS、通信アプリ、災害時優先電話（場所の確認）

　　　　　安否確認は171等の災害ダイヤルも活用
その他、要検討


③情報システムが停止した場合の対策
	・PC、サーバーのデータは定期的にバックアップしておく
その他、要検討



　　
　　④必要品の備蓄
	・被災時に必要な備品はリストに整理し、計画的に備蓄する。
担当者（武田）が平時から定期的にメンテナンスを行う。
使用期限、賞味期限、可動点検等　
・遠方のスタッフが帰宅困難となった場合の備蓄品も含む


緊急時の対応

（1） ＢＣＰ発動基準
	
	地震
	台風・豪雨・大雪

	責任者判断で発動
（BCPに基づく検討）
	震度5　？
	警戒レベル
３　？

	発動
	震度6以上　？
	警戒レベル
４　？


管理者が不在の場合の代替者

	管理者
	代替者①
	代替者②

	田邉　節子
	菅原　智子
	合月　富士子


（2） 行動基準
	災害発生時の行動指針（東京都内震度6以上）震度6以下でも状況により以下の行動
夜間帯・休日の日中帯（勤務時間外）発生時

①自身および家族の安全確保（職員在宅時）
②二次災害対策→状況により指定避難所へ
③常勤内での安否確認（LINE等）後、参集可能な職員は事務所へ。
※発災時間・状況による　
④安否確認担当者（菅原）または代替者（合月）が職員、
　及び利用者の安否確認（LINEまたは災害時伝言ダイヤル「171」）
⑤外部機関との連携
⑥情報収集・発信
くじら営業中　発生時
①自身の安全確認。
②自身と利用者の安全確保。
【くじら室内での支援中】
　㋐自分の身の安全確保
　㋑利用者の安否確認→負傷している場合はできる範囲で応急処置
　㋒必要に応じて連携して避難誘導、状況確認後保護者へ引き渡し
㋒`発災時家族不在の場合→建物倒壊の恐れがある場合は、近隣住民に避難等協力
依頼し指定避難所まで誘導
　　㋓保護者、事業所へ利用者および自分の安否報告を可能な方法で伝達
　　　電話回線の輻輳を想定し、災害時伝言ダイヤル、LINE、SMS等の活用

　
【送迎中】
㋐自分の身の安全確保後安否連絡に努める
　㋑状況により※事業所または自宅へ戻る
　　㋒保護者との連絡
②安否確認担当者（菅原）または発災時くじら滞在者が連絡の取れない職員に安否確認
2 外部機関との連携（学校、行政、その他）
④情報収集・発信


　　　
（3） 対応体制
　　　　※ケアにより担当が事務所不在時は、可能な職員がそれぞれ対応できるように平時から各自準備・情報共有しておく
	役割
	担当
	代行者
	任務・対策

	全体統括
	菅原　智子
	合月　富士子
	各担当に指揮命令、対策本部設置、方針決定


	職員・利用者の安否確認
	菅原　智子
	合月　富士子
	災害時伝言ダイヤル、LINE、電話等
連絡がつかない場合は状況により自宅まで出向いて確認。

	情報収集
	菅原　智子
	合月　富士子
	行政、災害情報、ライフライン被害・復旧情報収集。
閉じ込められた職員・利用者がいる場合消防署への連絡。

	応急物資・備品管理
	武田　・飯田
	武田　・飯田
	平常時は事務所内備品確認
必要物品等の要請があれば準備、搬送

	
	
	
	


（４）　対応拠点　　※要検討
	第１候補場所
	第２候補場所
	第３候補場所

	事務所（建物の安全確認後）
	　事務所休憩所（建物の安全確認後）
	


（５）安否確認

1 利用者の安否確認
	【安否確認ルール】

・発災時には災害時伝言ダイヤル「１７１」（基本）、またはLINE（利用者用のグループLINEを検討）、SMSの活用により安否確認
・上記は平常時より職員、利用者・家族にアナウンスし、年1回のテストを実施
・安否確認結果を順次安否確認シートに記録。
確認が取れない場合は、可能な範囲で直接家まで出向いて確認するか、ケアマネおよび
相談支援員に連絡を試みる


②職員の安否確認

	【常勤の場合】
・発災時はいずれもLINEの常勤グループLINE、もしくはLINE安否確認で安否の知らせ　
　を入れる
・職員参集連絡等の判断を全体統括者の指示によりLINEもしくは可能な連絡方法でとる
【非常勤の場合】
（案）・前もって事業所としてのグループLINE（ヘルパー用）を作成、SNSを通して
安否確認
　　　上記の方法が不可の場合は、災害時伝言ダイヤル「１７１」を利用の旨事前に
　　　通達して災害時に備える
　※常勤・非常勤いずれも、安否確認後安否確認シートに記録

	


（６）復旧対応
1 破損個所の確認

別紙　　
2 業者連絡先一覧の整備
円滑に復旧作業を依頼できるよう各種業者連絡先一覧を準備しておく。
　　　別紙
[image: image7.jpg]


＜更新履歴＞

　日付　　　　　　　　　　　　　　　　更新内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
+事業所として災害時に必要な準備対策一覧表
	
	分類
	重要度
	対策
	チェック

	安全の確保
	建物
	◎
	施設の耐震性を調査している（特に昭和56年以前の古い耐震基準で建てられ耐震補強がなされていない施設）
	

	
	
	◎
	耐震性が低い場合、施設の耐震補強工事を実施済み
	

	
	
	◎
	窓ガラスに飛散防止フィルムを貼つけしている
	

	
	備品
	◎
	家具や機器などの転倒防止、照明器具などの落下防止対策を実施している
	

	
	要員
	◎
	避難方法を定めるとともに、避難経路図を作成し、掲示している
	

	体制確
立
	要員
	◎
	災害対策組織を定め、役割を決めている
	

	
	
	◎
	緊急参集の対象者を決め、各自に周知している
	

	
	
	◎
	災害発生後の対応手順を準備している
	

	被害軽減
	情報システム
	○
	パソコン等の転倒防止、落下防止等の耐震対策を実施している
	

	
	
	○
	重要データのバックアップを作成し、別の場所に保管している
	

	
	情報
	○
	重要なデータは常に印字し、紙データで保管している
	

	
	
	○
	重要な書類や重要なものをすぐに持ち出せるようにまとめて保管している
	

	必要な連絡
	情報
	◎
	職員の連絡先を把握し、緊急連絡先一覧を作成している
	

	
	
	◎
	職員や利用者の安否確認方法を定めている
	

	
	
	◎
	利用者保護者との連絡方法を定めている
	

	
	
	◎
	外部業者、関係機関の連絡先リストを作成している
	

	必要品確
保
	備蓄品
	◎
	備蓄品の必要量を計算し、常時保有している
⇒ 別表2を参照のこと
	

	
	情報
	◎
	利用者情報（介護内容、家族の連絡先等）の一覧を作成している
	

	
	外部業者
	○
	災害時の必要な備品について支援協定を締結している
	

	代替の準備
	要員
	◎
	職員不足時の応援要員を確保している
	

	
	
	○
	応援要員が作業できるようなマニュアルを作成している
	

	
	施設
	○
	自法人の別拠点に業務を移行できるようにしている
	

	
	情報システム
	◎
	重要なデータのバックアップ方法（対象、頻度、保管方法など）を定め、実施している
	

	
	外部業者
	○
	複数の調達先を把握している
	

	
	電気
	◎
	非常用電源として発電機を準備している
	

	
	水道
	○
	災害時用貯水槽を準備している
	

	教育訓練
	要員
	◎
	大規模地震発生時の対応方法を職員に教育している
	

	
	
	○
	職員に防災についての意識づけを行っている
	

	
	
	◎
	避難訓練、消火訓練、防災資器材の使用訓練などを定期的に実施している
	

	点検
	設備
	◎
	防災設備・資機材についての定期的な安全点検を実施している
	

	
	備蓄品
	◎
	備蓄品の数量、消費期限などを定期的に確認している
	

	そ
の他
	資金
	◎
	財務上の手当（保険、基金など）を準備している
	

	
	
	○
	復旧のために必要な資金を調達する方法を調査している
	


すでに準備できている項目には○、今は準備していないが今後準備が必要と思われる項目には△、準備の必要がないと思われる項目には×をしてください。
あらかじめ準備しておきたい備蓄品一覧
	区分
	名称（目安の数量）
	チェック

	情報収集
	携帯用ラジオ（電池２回分）
	

	避難用具
	ヘルメット
	

	
	軍手
	

	
	非常用の笛
	

	
	拡声器、メガホン
	

	
	
	

	移送用具
	車いす
	

	
	ストレッチャー
	

	
	担架
	

	
	おんぶ紐 /おたすきー
	

	救命機材
	バール、ノコギリ、スコップ、ハンマー等
	

	代替設備
	自家発電機と燃料
	

	
	懐中電灯と電池
	

	
	ランタン
	

	
	(石油ストーブと燃料)
	

	
	非常用電源　充電器・ソーラーバッテリー
	

	
	(衛星電話、無線機)
	

	生活用品
	非常食料（各利用者からの預かり）
	

	
	飲料水（１人１日２.）
	

	
	カセットコンロ・燃料
	

	
	使い捨て食器、割り箸など
	

	
	衛生用品（紙おむつ生理用品など）
	

	
	下着
	

	
	トイレットペーパー、ティッシュペーパー、ウェットティッシュ
	

	
	医薬品
	

	
	使い捨てカイロ
	

	
	冷却シート
	

	
	寝袋（職員用）、毛布
	

	
	簡易トイレ
	

	
	衛生器具（体温計、血圧計など）
	

	
	
	

	救護用具
	AED、救急箱
	


	※備蓄量の目安は、震災対策で約３日分。

	すでに準備できている項目には○、今は準備していないが今後準備が必要と思われる項目には△、準備の必要がないと思われる項目には×をしてください。


災害時における職員の対応状況

	
	名前
	普段利用の交通機関
	施設までの距離
	自宅から職場までの歩いての

距離（徒歩）
	家庭で介護など見守るべき人の有無
	自宅損壊・浸水の可能性
	災害時

出勤の可・不可

	1
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	2
	
	
	
	
	
	
	・不可

	3
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	4
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	5
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	6
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	7
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	8
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	9
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	10
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	11
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	12
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	13
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	14
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	15
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	16
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	17
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	18
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	19
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	20
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可

	21
	
	
	
	
	
	
	可 ・不可


ト

職員の安否確認リスト
	氏名
	居住区域
	同居家族の有無
	安否確認者
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	

	
	
	有
	無
	
	


	災害時の避難所、連絡等のお知らせ

	

	特定非営利活動法人かすみ草　放課後等デイサービスくじら

	年
月
日


	日頃は当事業所の支援サービスをご利用いただきありがとうございます。

	このたび、将来起こることが予想されている大規模地震に備え、各ご利用者様に避難所等のお知らせを致します。



	当事業所ご利用時の避難場所

	　　
　　避難した場合、携帯電話が通じれば携帯でお知らせします。　　


	震災救援所　杉並区和泉学園
　
　　　杉並区和泉2-17-14

	広域避難所　明治大学和泉校舎
　　　杉並区永福1-9-１


安否確認は以下をご活用ください。
	災害用伝言ダイヤル （１７１）

	各携帯電話キャリアの災害用伝言板


	“東京都防災アプリ”等の震災対策アプリを携帯電話にダウンロードし、日頃から

	震災に備えておくことも有効です。


東京都公式防災アプリ Android版
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.tokyo.metro.tokyotobousaiapp
東京都公式防災アプリ
iOS版 https://apps.apple.com/jp/app/id1290558619?l=jp


	
	ＢＣＰチェック表
	補足
	チェック欄

	1
	災害想定がされているか？
	
	

	2
	災害時の組織体制が確立されているか？
	
	

	3
	避難場所は想定されているか？
	
	

	4
	災害時の被害状況チェック表は準備されているか？
	
	

	5
	災害時の職員参集体制は確立されているか？
	勤務時間内
	

	
	
	勤務時間外
	

	6
	災害時の連絡方法は確立されているか？
	LINEなど
	

	7
	災害時に稼働できる職員の確認はできているか？
	
	

	8
	継続すべき重要業務は確立されているか？
	
	

	9
	利用者の安否確認方法は決まっているか？
	
	

	10
	備蓄品リストはあるか？
	
	

	11
	関係機関連絡リストはあるか？
	
	


BCPチェック表
ライフライン業者、行政等の連絡先一覧

	機関
	機関名
	電話番号

	ライフライン
	電気
	東 京 電 力 パ ワ ー グ リ ッ ド株式会社
	0120－995－007

	
	
	
	03－6375－9803

	
	
	
	TEPCO

	
	
	
	LINE公式アカウント
[image: image1.jpg]




	
	ガス
	東 京 ガ ス ネ ッ ト ワ ー ク
（ガス漏れ時）
	0570-002-299

	
	
	
	03-6735-8899

	
	
	東京ガスライフバル南杉並
	03-3304-1167

	
	
	永福町店
	

	
	水道
	東京都水道局
杉並営業所
	03-5300-8261

	
	
	東京都水道局お客様センター
	0570-200-987

	
	
	緊急情報専用ダイヤル
	

	
	電話
	
	

	行政情報
	消防
	杉並消防署
本署
	03-3393-0119

	
	警察
	杉並区高井戸警察署 (和泉の管轄)
	03-3332-0110

	
	区役所
	杉並区危機管理室 防災課
	03-3312-2111（代）

	
	東京都
	東 京 都 総 務 局 総 合 防 災 部防災管理課
	03-5388-2453

	交通情報
	道路
	国土交通省中関東地方整備局道
路部道路管理課
	048-601-3151（代）

	
	鉄道
	京王電鉄（株）永福町駅
	03-3321-1527

	
	
	東京メトロ丸の内線方南町駅事務室
	03-3311-3069

	
	バス
	京王バス
	042-352-3713

	
	
	京王バス永福町営業所
	03-5300-6011

	
	
	関東バス（株）阿佐谷営業所
	03-3399-3185


災害時拠点・連携・協力病院
	
	
	
	

	
	
	
	城西病院

	
	
	
	東京衛生

	
	
	
	アドベンチスト病院

	
	
	
	山中病院

	
	
	
	清川病院

	
	
	
	浜田山病院

	
	
	
	浴風会病院

	
	
	
	ニューハート・

	
	
	
	ワタナベ国際病院

	
	
	災害拠点協力病院
	救世軍ブース記念病院














	避難先
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